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1. はじめに 

花き製品は古くより人々の暮らしの中に根づいており，

日常や冠婚葬祭における贈答，装飾など様々な場面で使

われてきた．また，近年，色や形，香りなどに多様性が

求められる傾向にあり，日本における花き製品の輸入お

よび輸出量も増加している．視覚情報の中でも色彩情報

は製品を選択するうえでの大きな判断材料の 1つであり，

嗜好に影響を与えやすい要素とされている．本研究では，

花き製品としてスイレンを取り上げ，品種改良において

目標とすべき視覚イメージ，およびそれを最大に引き出

す色彩条件を日本人とタイ人を比較しながら分析するこ

とにより，各国の感性に合致した魅力的な色彩をもつ製

品を提案する工学的な手法の確立を目指す．本研究は，

熱帯性スイレンの研究に取り組むタイの研究機関の協力

の下で進めた． 

2. 研究目的 

日本人とタイ人それぞれの感性に合うスイレンの色彩

について検討するために，まず，両国の消費者がスイレ

ンに求める視覚イメージの構造を形容詞を使って分析し，

開発目標とすべき重要な視覚イメージを絞り込む．次に，

重要とされる個々の視覚イメージを向上させる色彩条件

について視覚評価実験により検討する．  

3. スイレンの視覚イメージ構造の調査実験 

スイレンの花の写真（図 1）に対

して 20対の形容詞対（表 1）を用い

て日本人とタイ人を対象に視覚イメ

ージを評価する実験を行った．形容

詞対は，先行研究[1]で得られた日タ

イ共通の重要イメージ（beautiful，natural，pure など），形

態に関する形容詞対（light‐heavy など），色彩に関する

形容詞対（vivid‐dull など）などを取り入れて構成した．

視覚イメージの定量化には SD（Semantic differential）法（7

段階）を用いた．被験者は日本人 98名，タイ人 99名で，

評価用紙は日本語とタイ語の 2ヶ国語で用意した． 

SD 法のデータを主成分分析した結果，日タイともに主

成分 1～4で累積寄与率 60%となった．表 2に主成分得点

の高い形容詞をまとめ，代表的なものには下線を付した．

主成分 1の pure，主成分 3の pretty，主成分 4の warmは日

タイ共通であった．一方で，主成分 1 の pure に並ぶ形容

詞群の方向性に 2国間で違いがあり，また，主成分 2では

日本人は陽気で華やかな成分，タイ人はシンプルで落ち

着いた成分が示された． 

さらに，形容詞間の関係性を確認するためにグラフィ

カルモデリングを行った．図 2は，上層にスイレンの花に

求められる総合的な形容詞群（beautiful，pure，natural），

下層には色彩や形態など形態要素に関する形容詞群を配

置している．主成分得点の高い pure，cheerful（日本人），

simple（タイ人）は，色彩に関する形容詞 light，bright，pale

などと相関が高く，総合的な視覚イメージの創出に色彩

の制御が効果的であることが示された．なお，表 2中の代

表的な形容詞同士はおおむね相関が低く，独立した存在

であることがわかった．  

以上の結果より，次の実験では，各主成分を代表する

pure，cheerful，gorgeous，simple，pretty，warmを個々に向上

させる色彩について検討する． 

図 1: 花の写真画像 

表 1: 視覚イメージを表す形容詞対 

表 2: 主成分の日タイ比較結果 

図 2: グラフィカルモデリングの結果（日本人） 



 

 

4. 花びらの色彩効果の調査実験 

4.1 1色の色彩効果 

スイレンの花びらの色彩は，1 色づかいの均一なものが

全体の 60%，2色以上の組合せで構成されるものが 40%と

いう比率で実在している（図 3）[2]．1 色構成のスイレン

を対象に，形容詞に合うスイレンの色彩について日本人

40 人を対象に調査した結果，pure は白，cheerful は鮮やか

な黄や橙で得票率が高くなることや，simple に対する回答

は特定の色彩にまとまりにくいことなどが把握された．

これらの結果は，従来から言われている形容詞と色彩の

一般的な関係と同じで[3]，花に限って成立する関係では

ないため，次節では 2色構成に注目して実験を行う． 

4.2 2色の色彩効果 

2色を使った花びらのグラデーションパターンを CGで

用意し，形容詞に対する色彩効果を調べた．花びらの色

彩としてメインカラー6 色相（黄，橙，赤，ピンク，赤紫，

青紫）とサブカラー１色相（白）の 2色相の組み合わせか

らなるグラデーション A～Eを用意した（図 4）．また，

色彩変化がない 1色づかいのパターン Fも追加した．形容

詞は 3章で選んだ cheerful，gorgeous，pretty，warm，beautiful

の 5つを取り上げた．被験者は，6種類のグラデーション

パターンを 1セットとし，各形容詞への適合度を評定尺度

法（0～30）により同時に評価し（図 5），形容詞 5 つ，

メインカラー6 色相に対して繰り返した．被験者として日

本人 44名，タイ人 51名の協力を得た． 

図 6の縦軸は形容詞に対する被験者全員の評価値平均，

横軸はスイレンの画像に含まれるサブカラー（白）の割

合，折れ線は色相別の結果，黒の折れ線は 6色相の平均を

示している．日タイ共にほとんどの形容詞で 1 色構成

（F）よりも 2色構成（A～E）の方が評価値が高くなった．

また，2 色構成の中では，サブカラーの白の割合が最も高

い Eが A～Dと比べて評価が低く，日本人の gorgeousでは

1 色（F）よりも低くなった．さらに，メインカラーの色

相については，日本人は cheerful，warm，prettyで暖色は評

価が高く，寒色は低いなど，色相によって差異が生じた

が，タイ人は色相による差が小さかった．また，タイ人

は花びら 1枚の中で変化がある A，B，Cのグラデーショ

ンパターンで評価が高くなった．これは，日本人の

gorgeous，beautifulでも同じであった． 

5. まとめと今後 

日本人とタイ人の感性に

合致するスイレンの色彩条

件を調べるため，開発目標

とすべき重要な視覚イメー

ジ（形容詞）を絞り込み，

各形容詞に対する色彩効果を 1色構成の花と 2色構成の花

とで分けて調べた．視覚イメージの向上には 1色づかいよ

りも 2色の方が効果的であるが，変化のパターンや色相に

よって効果の大きさが異なり，日タイで傾向に違いがあ

ることなども分かった． 

今後は，花びらの模様や，柱頭ややくの色彩の影響に

ついても考慮し，より詳しい色彩条件を検討したい．  
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図 4: グラデーションパターンと実験刺激 図 6: cheerfulと gorgeousの日タイ比較結果 

図 5: 視覚イメージの定量化手法 

図 3: スイレンの色彩構成 
a) cheerful 

b) gorgeous 


